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次 期 学 習 指 導 要 領 の 動 向

１．「歴史総合」の特徴と実践課題
中教審答申（2016年12月）によれば，次期学習

指導要領における地理歴史科新科目「歴史総合」
は，「歴史の推移や変化を踏まえ，課題の解決を
視野に入れて，世界とその中における日本につい
て，現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史
を考察する」科目として次の４つの大項目により
構成される。

①歴史の扉
②近代化と私たち（18世紀後半～現在）
③大衆化と私たち（19世紀後半～現在）
④グローバル化と私たち（20世紀後半～現在）
そして，現代的な諸課題につながる歴史的状況

を考察するために「自由と制限」，「富裕と貧困」，
「対立と協調」，「統合と分化」，「開発と保全」といっ
た概念的なわく組みが例示され，それらを視点に
学習の主題と内容の焦点化がはかられる。

上記の「歴史総合」の特徴をふまえ，単元づく
りと授業実践の課題について，筆者は以下の５点
を指摘しておきたい。

第１は，学習課題の現在性にいっそう焦点をあ
てることである。「歴史総合」は，従来の網羅的
な通史学習とは異なり，現代的な諸課題の解決を
志向して，起源と来歴あるいは過去の社会の理解
を通して現代社会の理解につながる主題・問題に
もとづき単元学習を構想していく必要があろう。

第２は，近現代の歴史を，短期的な時間で目ま
ぐるしく起きる事件・できごとを中心に構成する
のではなく，歴史的状況を生きた多様な人々の葛
藤や矛盾，対立を含んだ行為や意識を視点として，
経済・政治・社会・文化各領域の相互の関係（社
会構造）とその変動を中・長期的な時代区分によ
り理解するように内容を構成することである。

第３は，近現代の歴史の大きな転換とその背景・

影響に関する「世界」・「日本」・「地域」の重層的
な関係に着目して内容を構成することである。

第４は，学習過程・方法について，歴史的事象
に対し，「歴史的な見方・考え方」（時期，推移，
類似，差異，特色，背景，因果関係，影響など）
をはたらかせて学習課題（問い）を見いだし，そ
の課題に対して生徒がたがいの対話（説明や議論）
を通して主体的に思考・判断し，課題解決のため
の知識を習得・活用していくように組織すること
である。

第５は，学習のなかで，現代的な諸課題につな
がる歴史的状況に対する生徒の自己関与の意識や
自己省察の意識を明確にしていくことである。歴
史的状況のもとで生じた諸課題について，私とど
うかかわるか，私ならどう考えるか，どう判断し
行動するか，今の私のあり方をどうふり返るか，
といった問いと思考を単元学習のなかに組み込ん
でいくことが大切であろう。

２．「歴史総合」のカリキュラムデザイン
　　─神戸大学附属中等教育学校の場合─

神戸大学附属中等教育学校は，2013年度から
2016年度までの４年間，文部科学省の研究開発学
校の指定を受け，新科目「歴史総合」の創設に向
けたモデルカリキュラムの開発研究に取り組んだ。
筆者も本研究に運営指導委員として参加させてい
ただいた。先に論じた「歴史総合」の５つの実践
課題を参照わくにして，当校のカリキュラムの構
成と特質を論じることを通して，「歴史総合」の
望まれる実践の姿を展望したい。

表１は，カリキュラムの全体構成と中単元Ｃ−
⑴「社会参加の時代」の具体的な構成を整理して
示したものである。カリキュラムは，４つの大単
元と11の中単元および２つの特設単元により計58
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